
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 『初心不可忘（しょしんわするべからず）』 
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◇スケジュール 
 10/ 6（金） 16:00～ 第 3回三組織連絡会 （東ﾄ総合会館 6 中） 

 10/30（月）  東ﾄ協本部ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ （ﾒｲﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄ GC） 

 
10/31（火） 14:00～ 第 3回経営者実務ｾﾐﾅｰ（東ﾄ総合会館 7 階） 

  
   

    

 

ロジスティクス研究会員 

多摩支部支部長  竹内 政司 

〔竹内運輸工業㈱ 代表取締役〕 

◇ 『 出 会 い 』 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロジスティクス研究会員 

足立支部支部長  吉本 商一 

〔八千代運輸㈲ 代表取締役〕 
 

足立支部支部長の吉本です。 

ロジ研の皆様には平素より大変お世

話になっております。 

昨年、東ト協 50 周年という記念すべ

き年に、支部長という大役を仰せつか

り、本部デビューをさせて頂きました。

そもそも私は、この業界 13 年目と浅

く、色々な人と出会い、勉強させて頂 

室町時代に能を大成させた世阿弥は、その書「花鏡」の結び

として「しかれば当流に万能一徳の一句あり。初心忘るべから

ず。この句、三ヶ条の口伝あり。是非とも初心忘るべからず。

時々の初心忘るべからず。老後の初心忘るべからず。この三、

よくよく口伝すべし」と書かれている。 

私たちが良く使う「初心忘るべからず」は、物事を始めた頃

の「新鮮な気持ちや志」、すなわち「初志」を忘れてはいけない

という意味で使われているが、世阿弥のいう「初心」は、芸の

向上をはかるものさしとして、この「初心」を忘れてはいけな

いといっている。まず「是非、初心忘るべからず」といい、初

心者の頃の失敗や未熟さを、折にふれて思い出すことによりさ

らに精進でき、そこから向上した今の芸も正しく認識できるか

ら、生涯初心を忘れてはならないと説明している。 

次の「時々の初心忘るべからず」は、若き日の未熟な状態か

ら抜け出した後、年盛りから老後に至るまでの各段階で、年相

応の芸を学び習得した初めての境地を覚えておくことにより、

幅広い芸が可能になり全てに味が出ると説いている。 

最後の「老後の初心を忘るべからず」は、老後にさえふさわ

しい芸を学ぶ初心があり、それを忘れずに限りない芸の向上を

目指すべしと説いている。 

今の自分に置き換えてみると、年齢を重ね、色々経験して、

その立場になってもその立場は初めてであり、奢ることなく、

その立場にふさわしい学びの初心があり、それを忘れずに限り

ない品格と人間性の向上を目指そうと思っている。 

改めて、「初心忘るべからず」。 

きながらここまで来ました。最初は地区の会合に参加し、出会っ

た方々に教えてもらいながら、運送業を覚えていきました。ライ

バルだと思っていたのに、みんな仲間なんだって思えたのも、地

区部会で出会った皆様のおかげです。その後、支部の活動に参加

するようになると、また新しい仲間たちに出会い、新しい発見を

して、少しずつ成長できているのかなと思ったものです。物流経

営士に参加して出会った仲間も、かけがえのない存在となってい

ます。そして、昨年より支部長として本部の皆様たちに出会い、

今また勉強をさせて頂いている最中です。ロジ研にも同時に入り

ましたので、参加するものすべてが新鮮で、学ぶことばかりです。

私はこれからも、人との出会いを大切にし、成長していきたいと

考えております。 

最後に、8月に「エコドライブチャンピオンシップ 2017」に参

加してきました。ロジ研本部長でもある藤倉副会長とペアを組ん

で、昨年優勝の片山右京チームを破り、見事一般の部で優勝する

ことができました。一昨年のように総合優勝とはなりませんでし

たが、日頃従業員にエコドライブを推進している立場として、胸

を張って帰ることができました。他のメンバーも多数入賞してお

り、東ト協のレベルの高さを見せることが出来ました。運送業界

は、エコドライブにまじめに取り組んでいると思ってもらえたら

幸いです。 

これからもご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

思い返せば、本当にたくさんの先輩・仲間と出会い、お世話に

なりながら、協会の責任ある立場にも就かせてもらい、様々な活

動をさせて頂いた。今は地元に戻り、多摩支部の支部長として会

員と一緒に「地域のために、地域と共に」という思いを胸に支部

を運営している。そして私が今でも心に刻み、気をつけているこ

とは、当時、私がお仕えした星野良三会長が仰っていた「会員の

声なき声を聴きなさい」という言葉の実践だ。支部は現場であり、

支部が行う事業がみんなに公平で、会員のためになるのかどうか

ということを常に意識している。 

 

 

 

夏も終わりに近づいたころ「9月は竹

内支部長の順番です」と、執筆依頼の

メールが届いた。 

「ひびき」の原稿を書くのは何年ぶ

りだろう？ 

キーボードをたたきながら、往時の

思い出が走馬灯のように駆け巡った。 

 

◇ 『平成 29 年度 ロジ研納涼会』 
  8 月 2 日（水）明治記念館にて 69 名の多数参加を頂き盛大に

開催し、関東運輸局長表彰及び東京運輸支局長表彰の表彰式も

併せて行いました。 

 
左から藤倉本部長、中村(孝)氏、鈴木(貢)氏、森本氏、林氏、森髙自動車交通部長、 

鈴木(伸)氏、渡邉支局長、中村(克)氏、篠本氏、篠﨑氏、黒澤氏 

☆平成 29 年度 関東運輸局陸運関係功労者表彰受賞者ご芳名 鈴木伸一様(板橋) 

☆平成 29 年度 東京運輸支局陸運関係功労者表彰受賞者ご芳名 

 黒澤徹也様(世田谷)、篠﨑 眞様(板橋)、篠本密治様(板橋)、中村克敏様(城東)、 

林 秀行様(墨田)、森本勝也様(江戸川)、嶋村文男様(江戸川)、鈴木 貢様(葛飾)、 

渡邉直人様(葛飾)、石井伸征様(葛飾)、中村孝治様(多摩) 

 

全員による締めの円陣 
 

 

 


